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戦後62回目の夏を迎えて
私たちの健康を支える国民健康保険制度



2007.8　2

都
城
か
ら
の
特
攻
出
撃

　

昭
和
9（
1
9
3
4
）年
、
現
在

の
陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
訓
練

場
周
辺（
都
原
町
）
に
全
国
初
の

市
営
飛
行
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た

都
城
飛
行
場（
後
の
都
城
西
飛
行

場
）。
昭
和
17（
1
9
4
2
）年
に

は
逓て
い
し
ん信
省
都
城
地
方
航
空
機
乗
員

養
成
所
が
設
置
さ
れ
、
通
称
「
赤

ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ
る
練
習
機
が

都
城
上
空
を
飛
び
交
う
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
19（
1
9
4
4
）年
、
戦
況

が
厳
し
く
な
る
と
、
都
城
飛
行
場

は
陸
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
沖

水
、
志
和
池
両
地
区
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
都
城
東
、
都
城
北
飛
行

場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄

攻
防
戦
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
20

（
1
9
4
5
）年
4
月
以
降
、
知
覧

を
は
じ
め
と
す
る
南
九
州
の
各
基

地
か
ら
は
特
別
攻
撃
隊（
特
攻
隊
）

が
出
撃
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
特
攻
基
地
の
一
つ
が
都

城
で
し
た
。

　

都
城
西
・
東
両
飛
行
場
か
ら
は
、

4
月
6
日
の
第
1
陣
出
撃
か
ら
終

戦
直
前
の
7
月
1
日
ま
で
の
間
に

延
べ
17
回
の
出
撃
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
南
の
海
に
向
け
て
飛
び
立
っ

た
隊
員
は
約
80
人
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、
18
歳
か
ら
23
歳
ま
で
の
若

者
た
ち
で
し
た
。

～ 戦後 62 回目の夏を迎えて ～～ 戦後 62 回目の夏を迎えて ～
今年もまもなく、終戦記念日を迎えます。
先のアジア・太平洋戦争終結から半世紀以上の歳月が過ぎ、戦争体験者の高齢化が進む中、私たちの生活の中から
は確実に戦争の記憶が薄れつつあります。
しかし、どれだけの時間を経ても忘れてはいけないこと、そして事実を語り継いでいかなければならないことがあります。
今回は、市内に残る戦跡や当時の様子をしのぶ資料を通じて、あらためて現在の平和と繁栄が多くの犠牲の上に成り
立っていることを見つめ直します。

［参考資料］「戦後50年私の戦争体験談『道』」　　平成８年　都城市
「都城市における戦争遺跡等の調査」　平成11年　都城市教育研究会小学校社会科部会

①爆撃を受けている都城西飛行場
②都城東飛行場を発進する振武隊四式戦「疾

はやて

風」
③英米への宣戦布告を伝える大阪毎日新聞（S17.1.1 付）
④終戦直後の都城市街地
⑤戦後、復員した兵士を迎える住民たち
⑥空襲時のイメージ画（中馬純男さん作）
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子
ど
も
と
一
緒
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
・
・
・

歴
史
の
事
実
を
体
感
で
き
る
場
所

　

現
在
、
私
た
ち
が
特
攻
の
舞
台

と
な
っ
た
飛
行
場
の
名
残
を
目
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
訓

練
場（
都
原
町
）内
に
は
市
内
で

唯
一
、
当
時
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
都
城
西
飛
行
場
の
滑
走

路
と
並
行
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
排
水
溝
跡
。

夏
草
の
生
い
茂
る
中
、
ほ
ぼ
東
西

方
向
に
真
っ
直
ぐ
延
び
る
こ
の
遺

構
は
、
半
世
紀
以
上
経
っ
た
現
在

も
、
歴
史
の
事
実
を
静
か
に
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

都
城
西
飛
行
場
と
か
か
わ
り
の

深
い
戦
跡
が
、
横
市
川
を
望
む
母

智
丘
の
桜
並
木（
横
市
町
）沿
い

に
残
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
陣
地
「
ト
ー
チ
カ
」
跡
。

直
径
5
㍍
ほ
ど
の
円
形
ド
ー
ム
の

側
面
に
は
長
方
形
の
窓
が
開
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
西
飛
行
場

を
空
爆
す
る
米
軍
機
を
迎
撃
し
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
民
を
襲
っ
た
悲
劇

　

陸
軍
の
連
隊
が
置
か
れ
、
3
つ

の
飛
行
場
や
民
間
の
飛
行
機
工
場

も
設
置
さ
れ
て
い
た
都
城
は
、
昭

和
20（
1
9
4
5
）年
3
月
以
降
、

終
戦
ま
で
に
20
回
以
上
の
空
襲
を

受
け
、
合
わ
せ
て
92
人
の
市
民
が

そ
の
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。特
に
、

5
月
8
日
の
空
襲
で
は
学
徒
動
員

で
航
空
機
工
場
に
来
て
い
た
旧
制

小
林
中
学
校
の
生
徒
10
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
ほ
か
、
終
戦
直
前
の
8

月
6
日
の
都
城
大
空
襲
で
は
市
街

地
が
焼
け
野
原
と
化
し
、
旧
都
城

市
内
だ
け
で
約
1
万
8
、0
0
0

人
の
市
民
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

庄
内
小
学
校
の
一
角
に
建
つ
記

念
碑
。
そ
の
表
面
に
は
、
8
月
6

日
の
庄
内
空
襲
の
際
に
受
け
た
機

銃
掃
射
の
弾
痕
が
残
っ
て
お
り
、

無
防
備
な
市
民
を
襲
っ
た
悲
劇
の

様
子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

横
市
川
沿
い
に
は
い
く
つ
も
こ

う
し
た
ト
ー
チ
カ
が
設
置
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
こ

の
1
基
が
残
る
の
み
で
す
。

※
桜
並
木
沿
い
に
標
柱
あ
り

◎
高
城
郷
土
資
料
館

 

☎
58-

5
9
6
3

　

高
城
郷
土
資
料
館
に
は
町
内
か

ら
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
た
、
明
治

か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
中
に
は
、

戦
時
中
に
使
わ
れ
て
い
た
生
活
用

品
や
従
軍
し
た
兵
士
の
軍
服
類
、

慰
問
袋
な
ど
当
時
の
様
子
を
し
の

ぶ
資
料
も
並
ん
で
い
ま
す
。

◎
都
城
歴
史
資
料
館

 

☎
25-

8
0
1
1

　

戦
後
50
周
年
企
画
展
を
開
催
し

た
際
に
遺
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

攻
隊
員
の
遺
品
や
特
攻
機
の
一

部
、
都
城
西
飛
行
場
の
資
料
な
ど

が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
都
城
歴

史
資
料
館
。
意
外
に
知
ら
れ
て
い

な
い
都
城
か
ら
の
特
攻
の
事
実
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
空
襲
の
際
に
投
下

さ
れ
た
爆
弾
の
破
片
や
機
銃
の
弾

丸
、
防
空
ず
き
ん
な
ど
、
戦
時
下

の
市
民
生
活
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
の
で
き
る
資
料
も
多
数
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

企
画
展

「
写
真
で
み
る
高
城
の
あ
ゆ
み
」

●
期
間

　

8
月
15
日
㈬
〜
9
月
30
日
㈰

●
内
容　

　

高
城
町
内
か
ら
集
め
た
明
治

か
ら
戦
中
・
戦
後
に
か
け
て

の
写
真
の
展
示
を
通
し
て
、

高
城
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

大正 9年に建立された記念碑の碑文をえぐる
ようにあいた機銃の弾痕

若い特攻隊員たちが残した遺書な
ど、悲しい歴史を伝える資料が並
ぶ展示室

戦後置かれたとみられる「田の神さぁ」が現在の
平和を静かに見守っている

㊤昭和20年当時の都城
　西飛行場施設配置図
　（弘田定一さん作成）

㊧都城西飛行場跡
（写真提供：都城陸上
 自衛隊都城駐屯地）
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その他
6,100万円
0.5％

繰越金
3億1,500万円
2.9％

一般会計繰入金
8億6,000万円
7.9％

県支出金
3億9,900万円
3.6％

国民健康保険税
11億1,600万円
10.2％

共同事業交付金
12億4,000万円
11.3％

一部負担金
28億8,600万円
26.4％

国庫支出金
40億6,600万円
37.2％

平成18年度
都城市一般被保険者
医療費財源内訳（見込み額）

　  医療費総額
109億4,300万円

※金額は四捨五入し、
100万円単位で
表示

※共同事業交付金
は、平成18年度新
設されたもので、そ
の財源は国保税

 

私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
•

国
民
健
康
保
険
制
度

一般被保険者1人当たりの医療費の推移
27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

（万円）

旧1市4町平均

県内9市平均

県内平均

平成14年度

※平成18年度は見込み額

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

重
複
受
診
を
避
け
る

①
自
分
の
病
気
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
検
査
や
薬
の
処

方
が
何
の
た
め
な
の
か
、
医
師
に
納
得
の
い
く
ま
で
聞

き
ま
し
ょ
う

②
信
頼
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
そ
の
上
で

医
療
機
関
を
移
る
場
合
に
紹
介
状
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

③
複
数
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
師
に
他
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
こ

と
も
告
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
も
ち
ま
し
ょ
う

①
的
確
な
診
断
と
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

②
医
師
と
の
信
頼
関
係
が
築
け
ま
す

③
急
病
の
と
き
も
電
話
な
ど
で
適
切
な
指
示
が
受
け
ら
れ

ま
す

④
必
要
な
場
合
は
適
切
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
え

ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

       

⑤
日
常
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す

⑥
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

診
療
時
間
内
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

①
日
ご
ろ
か
ら
自
分
や
家
族
の
健
康
状
態
を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
体
調
が
悪
け
れ
ば
、
診
療
時
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う

②
あ
ら
か
じ
め
、「
か
か
り
つ
け
医
」
に
体
調
を
崩
し
た

際
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

③
体
調
が
変
わ
り
や
す
い
乳
幼
児
の
場
合
は
、
軽
い
症
状

で
も
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

医療費節減のための上手な受診のポイント

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

給
付
担
当　

☎
23-

2
6
3
4

国
民
健
康
保
険
は

助
け
合
い
の
制
度
で
す

　

日
ご
ろ
健
康
な
人
で
も
、
い
つ

け
が
を
し
た
り
、
病
気
に
か
か
っ

た
り
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
に
備
え
て
、
加
入

者
が
普
段
か
ら
保
険
税
を
出
し

合
っ
て
医
療
費
に
充
て
る
助
け
合

い
の
制
度
が
「
国
民
健
康
保
険
制

度
」
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
が

運
営
し
、
地
域
の
健
康
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
が
保
険
税

の
増
額
に
つ
な
が
り
ま
す

　

医
療
費
が
上
が
る
と
、
そ
の
分

保
険
税
額
を
上
げ
な
い
と
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く
な
り
ま

す
。国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、

医
療
費
の
節
減
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
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国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
な
ど

の
補
助
金
や
医
療
機
関
で
支
払
う

一
部
負
担
金
と
と
も
に
、
国
民
健

康
保
険
制
度
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
が
な
け
れ
ば

国
民
健
康
保
険
の
財
政
が
パ
ン
ク

し
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆

さ
ん
に
も
大
き
な
負
担
を
か
け
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

◆
計
算
方
法

　

医
療
分
と
介
護
分
（
40
歳
〜
64

歳
の
国
保
加
入
者
に
課
税
）
に
そ

れ
ぞ
れ
の
所
得
割
、
資
産
割
、
均

等
割
、
平
等
割
を
計
算
し
て
合
算

し
た
額
が
一
年
間
の
保
険
税
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
分
の
最

高
限
度
額
は
56
万
円
、
介
護
分
の

最
高
限
度
額
は
9
万
円
で
す
。（
国

民
健
康
保
険
税
の
最
高
限
度
額
は

65
万
円
）

所
得
割
額
＝
（
※
前
年
の
総
所

得
金
額

－
基
礎
控
除
（
33
万
円
））

×
所
得
割
税
率

資
産
割
額
＝
（
当
該
年
度
の
固
定

資
産
税
額
（
都
市
計
画
税
を
除

く
））
×
資
産
割
税
率

均
等
割
額
＝
各
世
帯
加
入
者
人
数

×
均
等
割
額

平
等
割
額
＝
世
帯
単
位

※
肉
用
牛
に
係
る
所
得
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
対
象
に
な
り
ま
す

※
国
民
健
康
保
険
税
に
は
障
害
者
控

除
、
寡
婦
（
寡
夫
）
な
ど
の
控
除

は
あ
り
ま
せ
ん

◆
年
度
途
中
で
加
入
・

脱
退
し
た
人
の
国
民
健

康
保
険
税

　

年
度
途
中
で
加
入
し
た
人
の
国

民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
の
届
出

を
し
た
月
か
ら
で
は
な
く
、
被
保

険
者
と
な
っ
た
月
（
職
場
の
健
康

保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
、
市

外
か
ら
転
入
し
た
日
な
ど
の
属
す

る
月
）
か
ら
月
割
計
算
し
ま
す
。

ま
た
、
年
度
の
途
中
で
資
格
が
な

く
な
っ
た
人
は
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
月
の
前
月
分
ま
で
の
月
割

計
算
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
月
割
計
算
は
届
出
を
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
に
行

い
、
税
額
の
更
正
を
し
ま
す
。
そ

れ
ま
で
に
納
期
が
到
来
す
る
税
額

は
月
割
計
算
す
る
ま
で
は
変
わ
り

ま
せ
ん
の
で
、
更
正
前
の
税
額
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
税
額
の
更

正
の
結
果
、
納
付
超
過
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
後
日
還
付
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課　

国
保
担
当

　
　
　
　

 

☎
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◆
市
外
か
ら
転
入
し
た

人
な
ど
の
国
民
健
康
保

険
税

　

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
は
、
計

算
基
礎
と
な
る
前
年
中
の
所
得
金

額
が
不
明
な
た
め
、
暫
定
的
に
資

産
割
額
、
均
等
割
額
、
平
等
割
額

で
算
定
し
た
国
民
健
康
保
険
税
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の

後
、前
住
所
地
へ
所
得
を
照
会
し
、

国
民
健
康
保
険
税
を
再
計
算
の
う

え
、
再
度
更
正
後
の
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

◆
低
所
得
者
世
帯
に
対

す
る
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減

　

所
得
税
の
申
告
（
市
県
民
税
の

申
告
を
含
む
）
を
し
た
人
で
、
前

年
の
所
得
が
次
に
該
当
す
る
世
帯

は
、国
民
健
康
保
険
税
額
の
う
ち
、

均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
軽
減
し

ま
す
。

　

な
お
、
２
割
軽
減
該
当
世
帯
に

は
２
割
軽
減
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
申
請
期
限
の
平
成
19
年

8
月
31
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
場

合
の
み
軽
減
の
適
用
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

◎
7
割
軽
減
＝
33
万
円
以
下

◎
5
割
軽
減
＝
33
万
円
＋ 

（
24
万

 

5
千
円
×
世
帯
主
を
除
く
被
保

　

険
者
数
）以
下

◎
2
割
軽
減
＝
33
万
円
＋
（
35
万

　

円
×
被
保
険
者
数
）
以
下

※
国
民
健
康
保
険
税
額
が
最
高
限
度

額
を
超
え
て
い
る
世
帯
は
、
軽
減

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
「
前
年
の
所
得
」
に
は
、
分
離
長

期
譲
渡
所
得
な
ど
に
係
る
特
別
控

除
額
を
含
み
ま
す

　

ま
た
、
青
色
専
従
者
給
与
額
な

ど
は
、
事
業
主
の
所
得
に
含
め
ま

す
。（
こ
の
場
合
、
事
業
専
従
者

自
身
の
給
与
所
得
は
無
い
も
の
と

し
て
計
算
し
ま
す
） 

※
世
帯
主
が
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
、
世
帯
主
の
所

得
は
課
税
の
計
算
に
含
み
ま
せ
ん

が
、
軽
減
判
定
の
所
得
に
は
含
み

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
主
を
擬

制
世
帯
主
（
み
な
す
世
帯
主
）
と

い
い
ま
す

※
前
述
の
所
得
金
額
以
下
の
人
で

も
、
未
申
告
の
場
合
は
軽
減
の
適

用
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
所

得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
税
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《
市
内
の
企
業
立
地
の
現
状
》

　

市
で
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
と

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
的

に
工
業
団
地（
高
木
・
高
城
第
2
・

高
城
原
・
石
山
）
な
ど
へ
の
企
業

立
地
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
立
地
企
業
と
し
て

指
定
し
た
企
業
の
数
は
96
社
。
地

区
別
で
は
、
地
場
企
業
の
立
地
が

53
㌫
と
多
く
、
続
い
て
関
西
・
関

東
か
ら
の
企
業
立
地
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
業
種
別
で
は
、
製
造
業

が
全
体
の
84
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

《
全
国
に
広
が
る

 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
》

　

地
方
へ
の
企
業
立
地
の
中
で

も
、
近
年
で
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
関

連
業
種
で
あ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
進
出
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
大

都
市
圏
か
ら
県
庁
所
在
都
市
、
そ

し
て
そ
の
周
辺
都
市
へ
と
全
国
規

模
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
内
で
も
、
宮
崎
市
に
11

社
、
都
城
市
と
延
岡
市
に
そ
れ
ぞ

れ
3
社
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
進

出
し
て
い
ま
す
。（
平
成
19
年
5

月
現
在
）

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、

大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と

い
い
、
顧
客
か
ら
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
相
談

な
ど
を
受
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

な
ど
の
機
器
を
用
い
て
応
対
す
る

も
の
で
す
。
札
幌
市
の
よ
う
に
、

地
方
公
共
団
体
が
住
民
か
ら
の
各

種
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め

に
設
置
す
る
事
例
も
見
ら
れ
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、「
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
」
と
い
い
、
市
場
調
査
や

顧
客
獲
得
の
た
め
に
営
業
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
業
務
は
、

録
音
さ
れ
た
自
動
音
声
装
置
に
よ

る
応
答
で
対
応
で
き
な
い
と
き

は
、
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
肉

声
に
よ
り
応
答
す
る
の
が
基
本
的

な
流
れ
で
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
顧
客
か

ら
の
相
談
、
注
文
受
付
な
ど
を
迅

速
、
確
実
に
処
理
す
る
こ
と
で
、

企
業
の
業
務
を
効
率
化
さ
せ
ま

す
。
一
方
、
顧
客
の
満
足
度
の
向

上
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
を

ね
ら
い
と
し
た
、
経
営
戦
略
上
の

拠
点
と
し
て
も
、
企
業
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

《
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 

開
設
予
定
》

　

県
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
就
職
希
望
者
を

対
象
に
、
接
遇
な
ど
初
歩
的
な
研

修
講
座
を
10
月
中
旬
お
よ
び
11
月

《
本
市
に
立
地
し
た

 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
》

九
州
電
信
電
話
株
式
会
社

●
所　
在　
地　

鷹
尾
3
丁
目

●
業
務
内
容　

通
信
関
連
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
把
握
業
務
な
ど

●
操
業
開
始　

平
成
18
年
1
月

日
本
福
祉
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

（
本
社
：
東
京
）
南
九
州
セ
ン
タ
ー

●
所　
在　
地　

都
北
町　

●
業
務
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

業
務
、
介
護
保
険
請
求
ソ
フ
ト

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
業
務
な
ど

●
操
業
開
始　

平
成
18
年
7
月

株
式
会
社

ビ
ュ
ー
テ
ィ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

●
所　
在　
地　

都
北
町

●
業
務
内
容　

化
粧
品
の
受
注
販

売
、
問
い
合
わ
せ
受
付
な
ど
の

業
務

●
操
業
開
始　

平
成
19
年
4
月

中
旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
9
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

企
業
立
地
ト
ピ
ッ
ク

企
業
立
地
ト
ピ
ッ
ク
スス

〜〜
設
置
が
進
む
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

設
置
が
進
む
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〜〜

●
問
い
合
わ
せ

　

工
業
振
興
課

　

☎
23-

2
7
5
3

お客様

電話・FAX
WEB・Ｅメール

コールセンター
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都
城
市
は
、
昨
年
１
月
に
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
新
都

城
市
と
し
て
の
都
市
像
を
具
体
的

に
し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
平
成
20
年
度

ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
都
城
市
に
は
古

い
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
の
中

で
、
先
人
た
ち
が
長
い
歳
月
を
か

け
て
ま
ち
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
や
、
ま
ち
と
の
か
か
わ
り
が

未
来
の
都
城
市
の
基
礎
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
て
よ
り
よ
い
都
城

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
今
後
も
霧

島
人
の
縁

よ
す
が

と
な
る
場
所
を
守
る
た

め
に
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

「
都
市
計
画
」と
は

　

ま
ち
に
は
、
住
む
・
働
く
・
憩

う
・
遊
ぶ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
は

異
な
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
人

が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
営

ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
土

地
の
使
い
方
や
建
物
の
建
て
方
を

は
じ
め
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
施

設
、
地
区
の
再
編
や
整
備
な
ど
に

つ
い
て
の
総
合
的
な
計
画
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
ま
ち
の
多
様
な

機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
道
具

と
し
て
人
間
が
発
明
し
た
も
の
が

「
都
市
計
画
」
で
す
。

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」と
は

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

上
で
重
要
な
第
一
歩
と
な
る
の

が
、
私
た
ち
都
城
市
民
が
「
ど
ん

な
ま
ち
が
よ
い
か
？
」、「
ど
ん
な

ま
ち
に
住
み
た
い
か
？
」
を
考
え

る
こ
と
で
す
。
誰
も
が
共
感
し
あ

え
る
目
標
を
立
て
る
こ
と
が
重
要

と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
い
う
道
具
を
使
い
、
地

域
の
あ
り
方
を
市
民
と
行
政
が
共

有
し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

策
定
の
体
制
と
進
め
方

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
意
見
を
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
ま
ち
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
8
月
か
ら
市
民

有
識
者
に
よ
る
策
定
委
員
会
を
組

織
し
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
、
情
報
を
積
極

的
に
公
開
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
都
城
市
の
こ
れ
か
ら
を
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

　

☎
23-

2
7
6
2

　

●本市の具体的なまちの将来像を示します
●土地利用などにかかわる都市計画に対する市民の理
　解を得ます
●住民参加型による方針づくりを行います

都市計画マスタープランの特徴

都城市　　　　　マスタープラン
人と霧島の台地を縁

よすが

とするまちづくり

市都 画計

●自然の保全

●歴史
・文化

環境の
充実

まちの現状と課題の把握

地域単位毎の将来像
実現のための方針

都城市全体の将来像
実現のための方針

今後20年間のまちづくりの進め方

都市計画マスタープランの検討方法

●交通体系の振興

●公園
の整備
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自
殺
を
め
ぐ
る
現
状

　

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
平
成
10
年
に
自
殺
者
数

が
3
万
人
を
超
え
、
以
降
9
年
連
続
で
高

い
水
準
が
続
い
て
お
り
、
交
通
事
故
死
を

上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
は
欧
米

な
ど
の
先
進
諸
国
と
比
較
す
る
と
高
い
水

準
に
あ
り
、
中
で
も
、
宮
崎
県
は
自
殺

率
全
国
6
位（
平
成
17
年
）
の
状
況
で
す
。

年
代
別
に
見
て
み
る
と
、
心
理
的
・
社
会

的
負
担
の
大
き
い
中
高
年
男
性
の
自
殺
者

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
で

は
健
康
問
題
に
加
え
、
介
護
、
看
病
疲
れ

な
ど
が
そ
の
背
景
に
あ
る
よ
う
で
す
。

自
殺
の
原
因
・
動
機
に
つ
い
て

　

自
殺
の
原
因
と
し
て
は
健
康
問
題
が
全

体
の
41
㌫
、
次
い
で
経
済
・
生
活
問
題
が

29
㌫
で
、
こ
の
2
つ
が
全
体
の
70
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
で
は
60
歳
以
上
が
全
体

の
34
㌫
と
最
も
高
く
、
男
女
の
比
率
は
男

性
が
女
性
の
約
2
・
6
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
志
や
選
択
の

結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
自
殺
者
の
多
く
は
、
自
殺
の

直
前
に
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を
発
症

し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い 　
　
　

「
心
」と「
い
の
ち
」の
た
め
に

で
き
る
こ
と

◎
周
囲
の
人
が
で
き
る
こ
と　
　

　

言
動
や
行
動
な
ど
「
い
つ
も
と
違
う

な
」
と
い
う
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
周
囲
の
人
は
そ
の
人
の
状
態

を
理
解
し
、
温
か
い
声
掛
け
が
大
事
で

す
。
そ
し
て
、
一
人
で
悩
ま
ず
医
療
機

関
や
相
談
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め

ま
し
ょ
う
。

◎
相
談
機
関

障
害
福
祉
課　
　
　

☎
23-

2
9
8
0

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

山
之
口
総
合
支
所　

☎
57-

3
1
1
1

高
城
総
合
支
所　
　

☎
58-

2
3
1
1

山
田
総
合
支
所　
　

☎
64-

1
1
1
1

高
崎
総
合
支
所　
　

☎
63-

1
1
1
1

都
城
保
健
所　
　
　

☎
23-

4
5
0
4

こ
こ
ろ
の
電
話

 

☎
0
9
8
5-

32-

5
5
6
6

鹿
児
島
い
の
ち
の
電
話

 

☎
0
9
9-

2
5
0-

7
0
0
0

こ
こ
ろ
の
ダ
イ
ヤ
ル
（
日
曜
日
午
後
8

時
か
ら
11
時
）

 

☎
0
9
8
5-

77-

9
0
9
0

　
　
　
　
　
　

自
殺
予
防
の
た
め
に

　
　
　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

考えて
みませんか

19歳以下  2％

年齢別自殺者の割合(平成18年）

50歳代  23％

60歳以上
34％

40歳代  16％

30歳代  14％

20歳代
11％

警察庁資料
平成18年中における
自殺の概況

60歳以上
50歳代
40歳代
30歳代
20歳代
19歳以下

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0
S60 H2 H7 H12 H17

年齢別自殺者の年次推移
（人）

不詳 3％

男女問題 3％

学校問題 1％

自殺の原因・動機別の割合（平成18年）

警察庁資料
平成18年中における
自殺の概況

家庭問題
10％

健康問題
41％

経済生活問題
29％

勤務問題 7％

その他 6％
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平
成
18
年
1
月
の
合
併
に
よ
り
、
都
城

市
内
の
下
水
道
処
理
区
は
6
区
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
処
理
面
積
は
1
9
4
6
・
9

㌶
、
処
理
人
口
は
6
万
2
、6
2
4
人
で
、

下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
割
合
は
70
・
2

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
左
記
地
区
の
一
部

を
供
用
開
始
し
ま
す
の
で
、
下
水
道
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

都
城
処
理
区

志
比
田
町
、
南
鷹
尾
町
、
久
保
原
町
、

一
万
城
町
、
立
野
町
、
早
水
町
、
年
見

町
、
花
繰
町
、
広
原
町
、
鷹
尾
二
丁
目
、

鷹
尾
三
丁
目
、
鷹
尾
四
丁
目
、
都
北
町

の
各
一
部
地
域

高
城
処
理
区

高
城
町
穂
満
坊
、大
井
手
の
各
一
部
地
域

山
田
処
理
区

山
田
町
谷
頭
二
、
谷
頭
五
、
山
内
二
の

各
一
部
地
域

高
崎
処
理
区

高
崎
町
上
新
田
、
高
坂
、
旭
区
の
各
一

部
地
域

山
之
口
処
理
区

山
之
口
町
街
区
三
、
街
区
五
の
一
部
地

域
、
向
原
東

　

 

不
必
要
な
清
掃
を
す
る

 

業
者
に
ご
注
意 

　

　

市
内
の
各
家
庭
を
訪
問
し
、「
市

役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、
下
水
道
の

宅
内
排
水
設
備
の
清
掃
・
点
検
に
来

ま
し
た
」と
言
っ
て
不
必
要
な
清
掃

な
ど
を
行
い
、高
額
な
代
金
を
請
求

す
る
業
者
が
い
る
よ
う
で
す
。

　

自
宅
内
の
排
水
設
備
に
つ
い
て

は
、次
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

①
排
水
設
備
を
定
期
的
に
清
掃
す
る

こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、

油
を
流
さ
な
い
な
ど
普
通
の
使
用

を
し
て
い
れ
ば
、
管
が
詰
ま
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

②
市
が
業
者
に
依
頼
し
て
、
各
家
庭

の
排
水
設
備
な
ど
の
清
掃
や
点
検

を
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

③
も
し
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る

契
約
解
除
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す

●
設
備
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

☎
23-

5
9
2
1

●
契
約
解
除
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

 

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

　

☎
24-

0
9
9
9

●
問
い
合
わ
せ

・
中
央
・
都
城
処
理
区

　

下
水
道
課

　

☎
23-

5
9
2
1

・
山
之
口
処
理
区

　

山
之
口
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
57-

3
1
1
1

・
高
城
処
理
区

　

高
城
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
58-

2
3
1
1

・
山
田
処
理
区

　

山
田
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
64-
1
1
1
1

・
高
崎
処
理
区

　

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
62-

1
1
1
1

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

　

す
で
に
公
共
下
水
道
が
供
用
さ
れ
て
い

る
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
、
公
共
下

水
道（
公
共
升
）へ
の
接
続
工
事
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
、
接
続
工
事
が
終
わ
っ
て
い
な
い

世
帯
は
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
接
続
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り

（
ⅰ
） 

川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

　

家
庭
の
ト
イ
レ
、台
所
、風
呂
場
、洗
面

所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排
水
は
、終

末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
ま

す
の
で
、河
川
の
汚
れ
を
防
止
し
ま
す
。

（
ⅱ
） 

街
の
環
境
を
良
く
し
ま
す

　

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
側
溝

に
流
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
エ

や
蚊
、
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
な
く
な
り
、

生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

●
接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事（
水
洗
化
工
事
）
は
市

の
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
は
、
排
水
設
備
の
構
造
な
ど

細
か
な
点
ま
で
市
が
指
導
し
て
お
り
、
ま

た
融
資
申
請
を
含
む
す
べ
て
の
手
続
き
を

代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
頼

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
指
定
工
事

店
以
外
で
工
事
す
る
と
、
違
反
工
事
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

あ
た
な
の
ま
ち
で
も
下
水
道
が
使
え
ま
す

公
共
下
水
道
共
用
開
始
の
お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
共
用
開
始
の
お
知
ら
せ
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古
き
良
き
伝
統
文
化
を
堪
能

 
小
学
校
巡
回
寄
席

　

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
落
語
を
通
じ

て
、
正
し
い
言
葉
遣
い
や
言
葉
遊
び
の
面

白
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
6
月
18
日

か
ら
21
日
に
か
け
、
市
内
の
小
学
校
8
校

で
巡
回
寄
席
が
開
か
れ
ま
し
た
。
19
日
に

寄
席
が
開
か
れ
た
東
小
学
校
で
は
、
児
童

や
保
護
者
な
ど
約
6
0
0
人
が
観
賞
。
大

半
の
児
童
が
暗
唱
で
き
る
と
い
う
「
寿
限

無（
じ
ゅ
げ
む
）」な
ど
の
落
語
や
紙
切
り
、

曲
芸
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
児

童
の
代
表
が
か
さ
の
上
で
ま
り
を
回
す
曲

芸
や
寄
席
太
鼓
に
も
挑
戦
。
言
葉
や
簡
単

な
道
具
だ
け
で
人
を
楽
し
ま
せ
る
古
典
芸

能
の
奥
深
さ
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
至
宝
、久
し
ぶ
り
に
公
開

 

都
城
島
津
家
伝
来
史
料
速
報
展

　

6
月
19
日
か
ら
7
月
8
日
ま
で
、
美
術

館
で
都
城
島
津
家
伝
来
史
料
速
報
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
都
城
島
津
家

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
史
料
約
1
万
点
の
中
か

ら
、
幕
府
の
監
察
官
が
通
っ
た
道
筋（
今

町
〜
牛
の
峠
）
の
風
景
を
描
い
た
全
長
約

14
㍍
の
絵
巻
物
「
巡じ

ゅ
ん
け
ん
し

検
使
道み

ち
す
じ筋

の
図
」
や

日
本
に
現
存
す
る
最
古
の「
朝
鮮
国
王
国

書
」、
歴
代
領
主
の
肖
像
画
な
ど
、
初
公

開
ま
た
は
数
年
ぶ
り
の
公
開
と
な
る
史
料

約
30
点
を
展
示
。
会
期
中
は
家
族
連
れ
や

歴
史
の
勉
強
の
た
め
に
訪
れ
た
小
学
生
な

ど
約
2
、0
0
0
人
が
来
場
し
、
価
値
あ

る
史
料
の
数
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ろ
う
そ
く
の
明
か
り
で
ゆ
っ
た
り
と

 

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

6
月
23
日
、「
1
0
0
万
人
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
ウ
エ
ル

ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

3
0
0
個
の
ろ
う
そ
く
が
と
も
さ
れ
た
会

場
で
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
フ
ェ
、
蜜み

つ
ろ
う蝋

キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
ピ
ア
ノ
の

演
奏
が
行
わ
れ
、
浴
衣
や
着
物
姿
で
訪
れ

た
人
た
ち
が
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
の
下
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

蜜み
つ
ろ
う蝋

作
り
を
体
験
し
た
六
ケ
所
真ま

愛い

さ
ん

（
７
歳
）
は「
ハ
チ
の
巣
か
ら
ろ
う
そ
く
が

で
き
る
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お

う
ち
に
飾
り
た
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

日
本
伝
統
の
匠た

く
み
の
技
を
体
感

 

「
匠
の
技
」
技
能
体
験
教
室

　

6
月
29
日
、
日
本
の
伝
統
技
術
の
素
晴

ら
し
さ
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
、「
匠

の
技
」
技
能
体
験
教
室
が
妻
ケ
丘
中
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
技
能
士
会
が
県

内
の
小
・
中
学
校
で
巡
回
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
妻
ケ
丘
中
学
校
で
は
初
め
て
。

1
年
生
2
0
9
人
が
造
園
や
フ
ラ
ワ
ー
装

飾
、
和
裁
な
ど
10
の
職
種
に
分
か
れ
て
、

技
能
士
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
品
作
り

に
挑
戦
し
、
創
作
す
る
喜
び
を
体
験
し
ま

し
た
。
ミ
ニ
造
景
教
室
に
参
加
し
た
池
田

卓
弘
く
ん
は
「
大
き
な
石
の
周
り
に
自
然

い
っ
ぱ
い
の
風
景
が
つ
く
れ
た
。
家
の
玄

関
に
飾
り
ま
す
」
と
満
足
げ
で
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください 

City  Topics 

伝
統
あ
る
球
宴
も
、ま
も
な
く
半
世
紀

 

自
治
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

7
月
1
日
、
山
田
町
内
の
3
会
場
で
自

治
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
地
域
の
一
体

感
づ
く
り
を
目
的
に
始
ま
っ
た
大
会
も
、

今
年
で
49
回
目
。
今
回
は
両
種
目
に
50

チ
ー
ム
、
約
6
0
0
人
が
出
場
し
、
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
昨
年
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
優
勝
し
た
谷
頭
五
自

治
公
民
館
チ
ー
ム
の
監
督
、
小お

や
ま
だ

山
田
繁し

げ
お生

さ
ん
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
参
加
し
て

い
る
伝
統
あ
る
大
会
。
50
回
記
念
大
会
を

前
に
、今
年
は
ぜ
ひ
連
覇
を
果
た
し
た
い
」と

大
き
な
声
で
選
手
を
鼓
舞
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
深
め
る

 

高
崎
地
区
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

7
月
1
日
、
高
崎
地
区
体
育
協
会
ス

ポ
ー
ツ
祭
が
高
崎
町
内
各
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
域
住
民
の
健
康
増
進
と
体
力
向

上
、
自
治
公
民
館
相
互
の
交
流
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
20
回
目
。
自

治
公
民
館
対
抗
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
公
開
競
技
と
し
て
弓
道
や
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど
6
種
目
も
行
わ
れ
、
総

勢
約
9
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
上
新

田
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
横
山
豊
監
督
は

「
1
年
に
1
度
で
す
が
、
若
者
か
ら
高
齢
者

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
が
深
め
ら

れ
る
良
い
機
会
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

思
い
出
の
中
の
清
流
を
取
り
戻
す
た
め
に

 

第
15 
回
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
都
城
大
会

　

流
域
市
町
が
一
体
と
な
り
大
淀
川
の
浄

化
に
取
り
組
も
う
と
、
平
成
5
年
か
ら
毎

年
7
月
7
日
に
行
わ
れ
て
い
る
大
淀
川
サ

ミ
ッ
ト
。
15
回
目
の
今
年
は
約
6
0
0
人

が
参
加
し
て
、
都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
工
業
大
学
の

桑
子
敏
雄
教
授
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、
流

域
9
市
町
の
首
長
に
よ
る
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
浄
化
の
取
り

組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
市
か
ら

参
加
し
た
竹
下
ユ
リ
さ
ん
は
「
き
れ
い
な

お
い
し
い
水
を
下
流
に
住
む
人
た
ち
に
送

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
河
川
浄
化
に
努
め

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
伝
統
を
つ
な
ぐ
も
の

 

第
15 
回
お
か
げ
祭
り

　

都
城
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て

き
た
お
か
げ
祭
り
が
7
月
8
・
9
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
8
日
の
宵
祭
り
で
は
、
背

中
に「
楽
」
の
文
字
が
入
っ
た
そ
ろ
い
の

半
て
ん
を
着
た
参
加
者
と
跳
ね
人と

と
呼
ば

れ
る
踊
り
手
が
八
坂
神
社
か
ら
神
柱
宮
ま

で
の
お
よ
そ
1
・
5
㌔
を
高
さ
4
㍍
の
大

灯
ろ
う
や
山
車
と
一
緒
に
練
り
歩
き
ま
し

た
。
ま
た
、
9
日
の
本
祭
り
で
は
直
径

3
・
6
㍍
の
お
か
げ
大
太
鼓
と
3
基
の
み

こ
し
が
加
わ
っ
て
宮
入
が
行
わ
れ
、「
ど
っ

こ
い
、
ど
っ
こ
い
」
の
掛
け
声
に
あ
わ
せ

み
こ
し
が
勇
壮
に
練
り
上
げ
ら
れ
る
と
、

会
場
の
興
奮
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
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Scenery of a person13
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
中
学
生
対
象

の
都
城
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
中
等

部
。
設
立
当
初
か
ら
か
か
わ
り
、
そ
の

後
も
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
し
て
生
徒
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
笛
隆
志
さ
ん（
52

歳
）
は
、
現
在
、
都
城
工
業
高
校
に
勤

務
し
、
同
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問
と
し

て
高
校
生
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
時
代
は
野
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
が
、
都
城
工
業

高
校
入
学
後
、
当
時
ラ
グ
ビ
ー
部
の
黄

金
時
代
を
築
い
て
い
た
二
人
の
お
兄

さ
ん
の
刺
激
を
受
け
、
ラ
ガ
ー
メ
ン
に

転
身
。
高
校
時
代
は
そ
の
実
力
を
買
わ

れ
、
県
代
表
の
選
抜
選
手
と
し
て
国
体

予
選
に
も
出
場
。
大
学
時
代
も
１
６
０

人
の
部
員
の
主
将
を
務
め
な
が
ら
、
ス

タ
ン
ド
オ
フ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
チ
ー
ム

を
束
ね
、
卒
業
後
は
夢
で
あ
っ
た
教
職

に
就
き
、
多
く
の
ラ
ガ
ー
メ
ン
を
育
て

て
き
ま
し
た
。
教
え
子
の
一
人
で
も
あ

る
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
全
日
本
代
表
の

西
浦
選
手
に
つ
い
て
「
ひ
た
む
き
に
練

習
す
る
努
力
家
だ
か
ら
こ
そ
今
の
彼
が

あ
る
。
世
界
大
会
で
ぜ
ひ
活
躍
し
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
笛
さ
ん
。

　

今
一
番
の
悩
み
は
、
小
中
高
と
一
貫

し
た
指
導
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
た
め

部
員
が
増
え
な
い
こ
と
。
今
回
の
中
等

部
の
ス
ク
ー
ル
復
活
は
、
今
後
の
ラ

ガ
ー
メ
ン
の
育
成
に
大
き
な
希
望
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ラ
グ
ビ
ー
は
危

険
だ
と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
人
の
痛
み

が
分
か
る
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
る
。
我
が

身
を
捨
て
て
周
り
を
生
か
す
こ
と
に
よ

り
、
連
帯
感
が
生
ま
れ
る
。
ラ
グ
ビ
ー

人
口
を
増
や
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
生
徒
に
ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
を
し
た

い
」
と
情
熱
を
燃
や
す
笛
さ
ん
で
す
。

ラガーメンの育成に情熱を燃やす

笛
ふえ

　 隆志さん
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◎みやこのじょうさんか　　　　　　　　　　　　　Letters To Miyakonojo

学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

【
再 

会
】

　

五
十
市
中
学
校
は
全
校
生
徒
数

5
6
9
人
、
今
年
で
創
立
61
周
年

の
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。
五
十
市

中
学
校
で
は
「
自
律
・
協
調
・
叡え

い

智ち

」
を
校
訓
と
し
て
、日
々
勉
強
、

部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

五
十
市
中
学
校
は
部
活
動
が
盛

ん
で
、
日
々
厳
し
い
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
今
年
の
都
城
地
区
学

校
総
合
体
育
大
会
で
も
、
4
チ
ー

ム（
種
目
）が
県
大
会
出
場
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

県
、
九
州
に
限
ら
ず
、
全
国
、
世

界
で
五
十
市
中
学
校
出
身
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
行
事
も
大
変
盛
ん

で
す
。
体
育
大
会
で
は
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
綱
引
き
が
見
も
の

で
す
。
全
校
生
徒
が
団
ご
と
に
分

か
れ
て
行
う
綱
引
き
は
迫
力
が
あ

り
、
綱
を
引
く
生
徒
は
も
ち
ろ

ん
、
見
て
い
る
側
も
手
に
汗
を
握

り
ま
す
。
文
化
祭
で
は
各
学
級
ご

と
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
感
動

し
ま
す
。
Ｍ
Ｊ
ホ
ー
ル（
総
合
文

化
ホ
ー
ル
）
へ
の
1
枚
の
切
符
を

巡
っ
て
、
早
朝
、
昼
休
み
、
放
課

後
も
歌
に
集
中
し
ま
す
。
時
に
は

い
さ
か
い
が
起
こ
っ
て
、
涙
を
流

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
完
成
し
た
合
唱
に

は
、心
を
打
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
五
十
市
中
学
校
は

数
々
の
伝
統
が
あ
る
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
学
校
で
す
。
生
徒
た
ち

は
自
分
自
身
を
鍛
え
、
キ
ラ
リ
と

光
る
「
五
十
市
中
生
徒
」
を
目
指

し
て
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

昭和51年生まれ。ラグビー日本代表。福岡大学
卒業。安川エンジニアリング（株）を２年で退社し、
２年間ニュージーランドで本場のラグビーを学ぶ。
平成14年にコカ・コーラウエストジャパン（株）に入
社、同ラグビー部レッドスパークスに所属。

西浦　達吉第20回

五十市中学校
◎久保原町2‒6 ☎23-0126

西
浦　

達
吉 

さ
ん

（にしうら　たつきち）

「
キ
ラ
リ
と
光
る　
　
　

五
十
市
中
生
徒
」

五
十
市
中
学
校
生
徒
会

　

都
城
に
帰
っ
て
く
る
と
、
い
つ

も
や
る
気
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

す
。
先
日
、
都
城
泉
ケ
丘
高
校
ラ

グ
ビ
ー
部
の
仲
間
が
、
ラ
グ
ビ
ー

日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
私
の
た
め

に
祝
賀
会
を
盛
大
に
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
高
校
時
代

の
恩
師
や
同
窓
生
そ
の
他
大
勢
の

方
々
が
、
私
の
た
め
に
集
ま
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

一
番
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
高
校

時
代
に
国
語
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
「
鬼
の
○
○
先
生
」
と
の
再
会

で
し
た
。
高
校
卒
業
以
来
一
度
も

お
会
い
す
る
機
会
が
な
く
、
い
つ

か
成
長
し
た
姿
を
見
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
お
会
い
で
き

て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
当
時
、
私
に
と
っ
て
国
語
の

時
間
は
、
恐
怖
の
時
間
で
し
た
。

（
し
っ
か
り
予
習
・
復
習
、
宿
題
を

や
っ
て
い
な
か
っ
た
私
が
悪
い
の

で
す
が
…
）
古
文
の
五
段
活
用
が

で
き
な
く
て
放
課
後
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
の
を
今
で
も
思
い
出
し

ま
す
。
勉
強
の
頑
張
り
は
少
し
？

足
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
な
先
生
、
仲
間
に
出
会
い
成
長

し
、
今
の
私
が
あ
る
の
だ
と
再
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
時
代

か
ら
い
つ
も
何
か
悩
ん
だ
時
は
、

都
城
の
仲
間
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
代
表
メ
ン
バ
ー
を
決
定
す
る
最

終
合
宿
が
も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
都
城
で
も
ら
っ
た
パ

ワ
ー
を
発
揮
し
、
9
月
に
フ
ラ
ン

ス
で
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
う
の
タ
ツ

キ
チ
」
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
11
月
18
日
㈰
に
、
生
目
の
杜も

り

運
動

公
園（
宮
崎
市
）
で
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ウ
エ
ス
ト
レ
ッ
ド
ス
パ
ー
ク
ス
VS
東

芝
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
応

援
に
来
て
く
だ
さ
い
！

Isoichi Junior high school Isoichi Junior high school 

日本代表 XV対クラシックオールブ
ラックスの試合後にコカ・コーラのチー
ムメート、マーク・ランビーと
（2007.5.9　神戸にて）

◎学校のシンボル
「親愛の塔」
　正門のところにそびえるこの塔
は、毎朝７時 50 分に生徒会役
員が鐘を鳴らす習わしになってお
り、この鐘の音が五十市中学校
の１日の始まりを告げるのです
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暮らしの情報
 

募　

集

Recruitm
ent

平
成
19 
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分

①
一
般
行
政
職（
高
卒
程
度
）

②
福
祉
行
政
職（
保
健
師
・
保
育
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
）

③
消
防
吏
員（
高
卒
程
度
・
救
急
救

命
士
）

●
第
１
次
試
験　

10
月
14
日
㈰

●
そ
の
他　

採
用
人
数
、
試
験
会
場

な
ど
詳
し
い
試
験
案
内
は
、
く
ら
し

の
情
報
8
月
15
日
号
に
掲
載

●
問　

職
員
課　

　
　
　

☎
23-

2
1
1
9

国
家
公
務
員（
高
卒
程
度
）

●
区
分

①
海
上
保
安
大
学
校
学
生

②
気
象
大
学
校
学
生

●
受
付　

8
月
30
日
㈭
〜

　
　
　
　

9
月
11
日
㈫

●
第
１
次
試
験

11
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰

●
問　

詳
し
く
は
人
事
院
九
州
事
務

局（
〒
812-

0
0
1
3 

福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2-

11-

1
）

　

☎
0
9
2-

4
3
1-

7
7
3
3

平
成
19 
年
度

宮
崎
県
職
員
採
用
試
験

●
区
分

①
栄
養
士（
短
大
卒
程
度
）

②
一
般
事
務
・
警
察
事
務（
高
卒
程

度
）　

③
看
護
師
・
診
療
放
射
線
技
師
・
臨

床
検
査
技
師　

④
警
察
官
Ｂ

●
第
１
次
試
験　

9
月
23
日
㈰

※
警
察
官
Ｂ
は
10
月
14
日
㈰

●
受
付　

8
月
6
日
㈪
〜
24
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
受

付
は
8
月
6
日
㈪
〜
17
日
㈮

●
そ
の
他　

採
用
人
数
、
試
験
会
場

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問　

宮
崎
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
0
9
8
5-

26-
7
2
5
9

　

宮
崎
県
警
察
本
部
警
防
課

　

☎
0
1
2
0-

0
3
2-
3
1
4

自
衛
官
募
集

●
種
目
・
対
象
・
試
験
日

【
①
航
空
学
生
】　

高
卒（
見
込
含
）

　

21
歳
未
満　

9
月
22
日
㈯

【
②
一
般
曹
候
補
生
】　

満
18
歳
〜

　

27
歳
未
満　

9
月
17
日
㈪

【
③
２
等
陸
・
海
・
空
士（
女
子
）】

　

満
18
歳
〜
27
歳
未
満　

　

9
月
24
日
㈪
〜
25
日
㈫

【
④
防
衛
大
学
校
学
生
】

◎
推
薦　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満

　
　
　
　

9
月
23
日
㈰
・
24
日
㈪

※
推
薦
に
つ
い
て
は
高
等
学
校
長
の

推
薦
な
ど
が
別
途
必
要
で
す

◎
一
般　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満

　
　
　
　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

【
⑤
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満

　

11
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰

【
⑥
看
護
学
生
】 

高
卒（
見
込
含
）　

　

24
歳
未
満　

10
月
14
日
㈰

【
⑦
陸
上
自
衛
官（
看
護
）】

　

看
護
師
免
許
を
有
し
、
保
健
師
・

助
産
師
免
許
を
有
す
る
者（
見
込

含
）で
36
歳
未
満　

11
月
18
日
㈰

●
受
付　

①
〜
③
は
8
月
1
日
㈬
〜

9
月
7
日
㈮
、
④
〜
⑦
は
9
月
7
日

㈮
〜
28
日
㈮　

※
防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
）は
9
月

5
日
㈬
〜
7
日
㈮

●
問　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

　

都
城
地
域
事
務
所

　

☎
23-

3
9
4
4

環
境
ま
つ
り
実
行
委
員

　

11
月
開
催
予
定
の
環
境
ま
つ
り
の

企
画
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

環
境
活
動
の
紹
介
、
環
境

に
や
さ
し
い
商
品
の
紹
介
や
販
売
、

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
な
ど
、
環
境
に

関
す
る
元
気
の
あ
る
活
動
を
し
て
い

る
人

●
申
・
問　

8
月
21
日
㈫
ま
で
に

　

環
境
政
策
課

　

☎
23-

2
1
3
0

高
崎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ち
ば
な
荘

指
定
管
理
者
募
集

　

高
崎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ち
ば
な

荘
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容　

平
成
20
年
4
月
1
日

〜
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項
配
布　

8
月
13
日
㈪
〜

29
日
㈬
ま
で
高
崎
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
で
配
布

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

●
現
地
説
明
会　

8
月
30
日
㈭

13
時
〜　

た
ち
ば
な
荘

※
事
前
申
込
が
必
要

●
受
付　

9
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮
ま

で
に
高
崎
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

●
問　

た
ち
ば
な
荘

　
　
　

☎
62-

1
1
5
5

み
や
ざ
き
農
業
実
践
塾

　

農
業
を
将
来
の
職
業
選
択
肢
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
50
歳
未
満
の
人
を

対
象
に
、
就
農
に
必
要
な
知
識
や
野

菜
・
花
き
栽
培
の
た
め
の
基
礎
的
技

術
の
体
験
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
程　

9
月
9
日
㈰
〜
10
月
28
日

㈰
の
各
日
曜
日　

計
7
回

●
時
間　

9
時
〜
16
時

●
場
所　

宮
崎
県
立
農
業
大
学
校

　
　
　
　
（
児
湯
郡
高
鍋
町
）

●
定
員　

20
人
程
度

●
費
用　

2
、0
0
0
円

●
問　

宮
崎
県
立
農
業
大
学
校

　

☎
0
9
8
3-

2
3-

7
4
4
7
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家
庭
の
不
要
な
本
募
集

　

2
月
に
開
催
予
定
の
「
図
書
ふ
れ

あ
い
広
場
」
で
提
供
す
る
本
を
募
集

し
ま
す
。
家
庭
で
読
ま
な
く
な
っ
た

本
で
ま
だ
使
え
そ
う
な
本
が
あ
れ
ば

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
種
類（
ジ
ャ
ン
ル
）

◎
文
学
〜
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

◎
実
用
書
〜
趣
味
の
本

◎
児
童
図
書
〜
絵
本
、
小
説
な
ど

◎
コ
ミ
ッ
ク

※
落
丁
、
汚
れ
、
落
書
き
や
名
前
の

書
い
て
あ
る
も
の
、
百
科
事
典
・

全
集
は
お
断
り
し
ま
す

●
募
集
期
間　

12
月
26
日
㈬
ま
で
の

火
〜
土
曜
日
の
9
時
30
分
〜
17
時

●
受
付
場
所　

図
書
館
2
階
事
務
室

●
問　

図
書
館

　
　
　

☎
22-

0
2
3
9

宮
崎
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
民
に
対
す
る
統
計
知
識
の
普
及

と
統
計
表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
資
す

る
た
め
、
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

●
課
題　

自
由

●
規
格　

Ｂ
2
判
仕
上
げ

寸
法
（
72
・
8
㌢
×
51
・
5
㌢
）

●
紙
質
・
色
彩　

自
由

※
裏
面
の
板
張
り
不
可

●
申
・
問　

9
月
10
日
㈪
ま
で
に

　

宮
崎
県
統
計
協
会　

　

☎
0
9
8
5-

26-

7
0
4
2

地
域
環
境
保
全
功
労
者

　

環
境
美
化
、
ゴ
ミ
減
量
化
、
自
然

環
境
、
地
球
環
境
な
ど
、
環
境
分
野

全
般
に
わ
た
り
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
民
団
体
、
事
業
者
、
学

校
、
個
人
な
ど
を
表
彰
し
ま
す
。

●
推
薦
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
8
月
21
日
㈫
ま
で

に
環
境
政
策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
自
薦
、
他
薦
問
い
ま
せ
ん

●
表
彰　

10
月
開
催
予
定
の
市
環
境

ま
つ
り
・
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
表
彰
し
ま
す

●
問　

環
境
政
策
課

　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

宮
崎
県

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を
通

じ
て
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間　

8
月
1
日
㈬
〜
9
月
末
日

●
応
募
資
格

①
小
学
1
〜
3
年
生
の
部

②
小
学
4
〜
6
年
生
の
部

③
中
学
生
の
部

④
一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

●
題
材　

高
齢
者
や
子
ど
も
、
二
輪

車
・
自
転
車
の
事
故
防
止
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど

の
着
用
の
徹
底
、
飲
酒
運
転
な
ど
の

防
止
ほ
か

●
規
格　

四
つ
切
り（
38
㌢
×
54
㌢
）

サ
イ
ズ
で
、
ク
レ
ヨ
ン
画
、
パ
ス
テ

ル
画
、
水
彩
画

●
そ
の
他　

作
品
裏
面
に
学
生
は
、

応
募
部
門
、学
校
名
、学
年
、氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
そ
の
他
の
人
は
、
住
所
、

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性
別

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
未
発
表
の

作
品
１
人
１
点
ま
で
郵
送
ま
た
は
持

参
く
だ
さ
い

●
問　

宮
崎
県
生
活
文
化
課

　
　
　

☎
0
9
8
5-

26-

7
0
5
4

人
権
啓
発
標
語

　

人
権
尊
重
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
、
標
語
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

都
城
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
勤
務
、
通
学
す
る
人

●
規
格　

は
が
き
ま
た
は
、
は
が
き

と
同
じ
大
き
さ（
10
㌢
×
14
・
8
㌢
）

の
用
紙

●
そ
の
他　

入
賞
者
は
、
12
月
に
開

催
さ
れ
る
「
都
城
市
人
権
啓
発
推
進

大
会
」
で
表
彰
。
ま
た
、
入
賞
作
品

は
、
都
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
事

務
局
発
行
の
人
権
啓
発
資
料
に
掲
載

し
ま
す

●
申　

は
が
き
裏
面
や
用
紙
に
標
語
、

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
9
月
11
日
㈫
ま
で

に
生
涯
学
習
課（
〒
885-
8
5
5
5
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

●
問　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

 

催　

し

Event

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間

　

人
権
問
題
は
身
近
な
問
題
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中
で
人

権
に
配
慮
し
た
態
度
や
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。こ
の
月
間
中
に
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
で
人
権
尊
重
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

【
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
】

●
日
時　

8
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
市
民
サ

ロ
ン
ほ
か

【
地
域
人
権
セ
ミ
ナ
ー
】（
無
料
）

●
日
時
・
場
所　

8
月
18
日
㈯

13
時
30
分
〜
16
時　

中
央
公
民
館

●
内
容　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
啓
発

映
画
「
夕
映
え
の
み
ち
」、
講
演
会

●
問　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

都
城
芸
術
文
化
協
会
高
崎
支
部

ミ
二
文
化
ま
つ
り

●
日
時　

8
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮

●
場
所　

高
崎
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

　
　
　
　

た
ち
ば
な
荘　

●
内
容

①
作
品
展
示　

9
時
〜
16
時　

②
展
示
物　
　

9
時
〜
16
時

③
舞
台
発
表　

13
時
〜
16
時

④
茶
話
会　
　

13
時
30
分
〜

●
問　

高
崎
総
合
支
所
総
務
課

　
　
　

☎
62-

1
1
1
1
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催　

し

Event
都
城
市
美
術
館

私
だ
け
の
展
覧
会
Ｐ
ａｒ
ｔ
Ⅱ

●
期
間　

8
月
14
日
㈫
〜
26
日
㈰

●
そ
の
他　

お
も
し
ろ
い
形
展
Ｐ
ａ

ｒ
ｔ
Ⅱ
も
同
時
開
催
中

●
問　

美
術
館　

☎
25-
1
4
4
7

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

8
月
23
日
㈭　

　
　
　
　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

一
誠（
い
っ
せ
い
）

※
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏

●
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

夏
休
み

親
と
子
の
大
淀
川
源
流
見
学

●
日
時　

8
月
17
日
㈮　

　
　
　
　

9
時
〜
16
時（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場

●
内
容　

大
淀
川
の
源
流
見
学
、
簡

易
水
質
検
査
、
水
生
生
物
調
査

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

30
人　

※
先
着
順

●
準
備
す
る
も
の　

帽
子
、
長
靴
、

タ
オ
ル
、
川
に
入
れ
る
服
装

●
そ
の
他　

参
加
は
無
料
。
昼
食
は

各
自
準
備

●
申
・
問　

8
月
13
日
㈪
ま
で
に

　

環
境
政
策
課　

☎
23-

2
1
3
0

第
５
回
高
城
盆
踊
り

●
日
時　

8
月
14
日
㈫　

　
　
　
　

18
時
30
分
〜

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
野
球
場

●
内
容　

歌
謡
シ
ョ
ー
、
ラ
ム
ネ
早

飲
み
競
争
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
花
火

●
問　

高
城
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
58-

2
3
1
7

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

湯
屋
谷
入
口
八
角
堂（
安
久
町
）

か
ら
湯
屋
谷
を
往
復
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
19
日
㈰　

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

●
集
合
場
所　

湯
屋
谷
入
口
八
角
堂

　
　
　
　
　
　
（
ご
ん
だ
の
館
）

●
費
用
・
定
員　

5
0
0
円　

50
人

●
申
・
問　

8
月
15
日
㈬
ま
で
に

　

正
応
寺
ご
ん
だ
の
会

　

☎
39-

3
7
6
0

都
城
青
年
会
議
所
主
管

九
州
地
区
大
会
２
０
０
７
 in
都
城

【
記
念
講
演
】（
無
料
）

●
日
時　

9
月
1
日
㈯　

19
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

義
家
弘
介
氏
の
講
演

　
　
　
　

演
題
〜
生
き
る
力

【
米
良
美
一
コ
ン
サ
ー
ト
】

●
日
時　

9
月
2
日
㈰　

15
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

1
、5
0
0
円

●
問　

都
城
青
年
会
議
所

　
　
　

☎
23-

0
5
0
2

第
 27
回
高
城
観
音
池
ま
つ
り

●
日
時　

8
月
26
日
㈰

　
　
　
　

14
時
〜
22
時

※
荒
天
時
は
、
高
城
総
合
体
育
館
で

実
施
。
一
部
9
月
2
日
㈰
に
延
期

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す

●
場
所　

高
城
観
音
池
公
園

●
内
容　

物
産
展
示
即
売
、
石
山
花

相
撲
保
存
会
に
よ
る
花
相
撲
大
会
、

保
育
所
発
表
、
郷
土
芸
能
大
会
、
歌

謡
シ
ョ
ー（
浜
崎
奈
津
子
、
水
森
か

お
り
、
狩
人
）、
花
火
大
会

●
問　

高
城
観
光
協
会

　
　
　

☎
58-

6
9
0
0

夏
休
み
木
工
教
室

●
日
時　

8
月
19
日
㈰　

9
時
〜

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー（
総
合
支
所
敷
地
内
）

●
内
容　

本
棚
、
長
い
す
な
ど

●
問　

社
会
福
祉
協
議
会
山
之
口
支
所

　
　
　

☎
57-

4
5
7
7

 
講
座・教
室

Course

・Class

都
城
養
護
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
講
座

　

学
校
祭
の
企
画
、
参
加
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
す
。

●
日
時
・
定
員　

9
月
29
日
㈯
〜
11

月
10
日
㈯
の
各
土
曜
日　

計
5
日
間

9
時
〜
15
時　

30
人　

※
先
着
順

●
問　

9
月
1
日
㈯
ま
で
に
都
城
養

　

護
学
校　

☎
25-

1
8
7
8

初
級
簿
記
講
習
会

　

簿
記
の
基
本
か
ら
3
級
の
内
容
ま

で
を
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
期
間　

9
月
14
日
㈮
〜
11
月
9
日

㈮
の
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
で

祝
・
振
替
休
日
を
除
く
30
日
間

●
時
間　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
費
用　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代　

2
、0
0
0
円

●
講
師　

都
城
商
業
高
等
学
校
教

諭
、
田
村
簿
記
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学

院
講
師

●
申
・
問　

都
城
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

☎
23-

0
0
0
1

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
主
催
。参
加
は
無
料
で
す
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
心
の
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

●
日
時　

8
月
17
日
㈮　

16
時
、
17

時
10
分
、
18
時
20
分

●
定
員　

各
1
人

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向

上
講
座
】

●
日
時　

8
月
24
日
㈮

　
　
　
　

18
時
〜
21
時

●
定
員　

20
人

※
事
前
の
予
約
申
込
み
が
必
要
で
す

●
申
・
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
23-

2
0
0
1
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外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
講
座（
初
心
者
向
け
）

●
対
象

初
め
て
日
本
語
を
学
ぶ
人

●
期
間　

9
月
11
日
㈫
〜
12
月
7
日

㈮　

毎
週
火
・
金
曜
日　

全
25
回

10
時
10
分
〜
12
時

※
祝
日
は
除
く

●
場
所　

カ
リ
ー
ノ
宮
崎

●
定
員　

15
人

●
受
講
料　

2
、8
3
5
円

　
　
　
　
　
（
教
科
書
代
）

●
申
・
問　

宮
崎
県
国
際
交
流
協
会

　

☎
0
9
8
5-

32-

8
4
5
7

点
字
図
書
館

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
０
７（
無
料
）

●
日
時　

8
月
26
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

※
親
子
で
の
参
加
も
可

●
定
員　

30
人　

※
先
着
順

●
内
容　

点
訳
・
音
訳
体
験
、
盲
導

犬
Ｑ
＆
Ａ
、
講
話
〜
阪
神
淡
路
大
震

災
で
の
被
災
体
験
談

●
申
・
問　

8
月
20
日
㈪
ま
で
に

　

点
字
図
書
館　

☎
26-

1
9
4
8

中
国
語
講
座（
入
門
・
初
級
）

●
対
象

①
入
門　

今
ま
で
中
国
語
を
勉
強
し

た
こ
と
が
な
い
人

②
初
級　

3
カ
月
以
上
中
国
語
を
勉

強
し
た
こ
と
が
あ
る
人

●
期
間　

9
月
11
日
㈫
〜　

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日　

全
12
回

①
入
門　

19
時
〜
20
時

②
初
級　

20
時
〜
21
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

艾
豊（
が
い
ほ
う
）さ
ん

●
定
員　

各
10
人

●
受
講
料　

3
、0
0
0
円

※
都
城
国
際
交
流
協
会
会
員
は

　

1
、5
0
0
円

●
申
・
問　

電
話
、
フ
ア
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
生
活
文
化
課

　

☎
23-

2
2
9
5　

　

Fax
　

23-

3
2
2
3

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

m
ia@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

都
城
市
勤
労
者
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
主
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
が
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

都
城
市
勤
労
者
会
館

【
職
業
生
活
何
で
も
相
談
】

●
日
時　

9
月
7
日
㈮　

18
時
、
19
時
10
分
、
20
時
20
分

●
定
員　

各
1
人

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向

上
講
座
】

●
日
時　

9
月
14
日
㈮

　
　
　
　

19
時
〜
21
時

●
定
員　

30
人

●
申
・
問　

都
城
市
勤
労
者
会
館

　
　
　
　
　

☎
23-

1
1
5
1

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
後
期
）

　

親
子
で
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
す
。

●
日
時　

9
月
5
日
㈬
〜
10
月
31
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
お
よ
び
10
月
13
日

㈯　

計
10
回　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

●
対
象
・
定
員　

平
成
15
年
4
月
2

日
〜
17
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
都

城
市
内
居
住
の
子
ど
も
と
そ
の
親
、

20
組

※
前
期
参
加
者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
内
容　

ボ
ー
ル
運
動
、体
操
、ゲ
ー

ム
、
野
外
活
動（
遠
足
）ほ
か

●
参
加
料　

1
組　

2
、5
0
0
円

（
保
険
料
ほ
か
）　

※
子
が
2
人
参
加

の
場
合
は
、
3
、5
0
0
円

●
申
・
問　

子
の
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・
性
別
・
生
年
月
日
、 

親
の

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
8

月
22
日
㈬
ま
で
に
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
（
〒
885-
8
5
5
5
）Fax
　

45-

0
2
3
3 

　

☎
23-
9
5
4
6

き
ら
り
体
験
教
室

　

初
心
者
対
象
の
体
験
教
室
で
す
。

【
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク（
正
食
）】

　

玄
米
・
雑
穀
を
主
食
と
し
た
野
菜

中
心
の
食
事
法
で
す
。

●
日
時　

9
月
14
日
㈮
・
28
日
㈮　

全
2
回　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

3
、0
0
0
円

【
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン（W

ord 2007

）】

●
日
時　

9
月
5
日
㈬
〜　

全
6
回

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
対
象
者　

全
く
の
初
心
者

●
費
用　

3
、6
0
0
円

【
初
級
パ
ソ
コ
ン（W

ord 2007

）】

●
日
時　

9
月
6
日
㈭
〜　

全
6
回

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
対
象
者　

文
字
入
力
が
で
き
る
人

●
費
用　

3
、6
0
0
円

※
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン（W
indow

s V
ista

）が
必
要
で

す
●
申
・
問　

開
催
の
10
日
前
ま
で
に

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　

☎
23-

4
0
8
0

パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

8
月
26
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族　

※
夫
婦
で
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入

れ
方
実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験

な
ど

●
定
員　

12
組

●
申
・
問　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
8
4



2007.8　18

暮らしの情報
 

講
座・教
室

Course

・Class
き
ら
り
楽
習
教
室

　

初
心
者
対
象
の
教
室
で
す
。

【
手
作
り
お
菓
子
＆
お
茶
】

●
日
時　

毎
月
第
1
火
曜
日　

9
月

4
日
㈫
〜　

全
6
回　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

9
、0
0
0
円（
材
料
費
）

※
冷
暖
房
費
な
ど
は
別

●
申
・
問　

8
月
24
日
㈮
ま
で
に

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　

☎
23-

4
0
8
0

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

認
定
講
習
会（
無
料
）

　

少
人
数
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る

「
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
指
導
し
て
い
た
だ
く
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
登
録
、
認
定

を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

●
日
時　

9
月
7
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
参
加
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
生
涯
学
習
を
指
導
す
る
意
欲
を
も

ち
、
市
内
の
学
習
者
を
指
導
で
き
る

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
人

①
指
導
分
野
に
関
す
る
資
格
、
指
導

経
歴
ま
た
は
実
務
経
験
が
あ
る
人

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
習
者

で
、
現
在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
者
か
ら
指
導
者
と
し

て
推
薦
さ
れ
た
人
。
た
だ
し
、
推

薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
指
導

分
野
は
1
分
野
と
し
、
推
薦
は
1

回
限
り

●
そ
の
他　

カ
ラ
ー
写
真
2
枚（
縦

4
㌢
×
横
3
㌢
）、
印
鑑
、
筆
記
用

具
を
持
参　

※
要
申
込

●
申
・
問　

8
月
24
日
㈮
ま
で
に

　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳（
無
料
）

　

65
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
、
運
動

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
教
室
で
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

●
内
容
・
日
程
・
場
所

◎
い
き
い
き
運
動
教
室

　

〜
お
茶
の
間
筋
ト
レ
〜

9
月
4
日
㈫

祝
吉
地
区
公
民
館

9
月
25
日
㈫

9
月
14
日
㈮
西
岳
地
区
公
民
館

9
月
28
日
㈮

◎
音
楽
講
座

　

〜
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
も
う
〜

9
月
20
日
㈭

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

9
月
27
日
㈭

庄
内
地
区
公
民
館

◎
調
理
実
習
講
座
（
男
性
も
歓
迎
）

　

〜
元
気
の
出
る
食
事
を
し
よ
う
〜

9
月
12
日
㈬

沖
水
地
区
公
民
館

9
月
19
日
㈬

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
時
間　

9
時
〜
11
時
30
分

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

 

相　

談

Counseling

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所 

8
月
16
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
７
階

8
月
16
日
㈭　

９
時
〜
12
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

8
月
18
日
㈯　

９
時
〜
12
時

岩
﨑
不
動
産
事
務
所
（
高
崎
町
）

8
月
21
日
㈫　

10
時
〜
12
時

山
之
口
地
区
公
民
館

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

無
料
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ

り
、
日
常
生
活
上
不
利
益
を
受
け
な

い
よ
う
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た

後
見
人
が
本
人
に
代
わ
り
契
約
な
ど

の
法
律
行
為
を
行
う
制
度
で
す
。
後

見
人
を
引
き
受
け
て
ほ
し
い
、
手
続

き
が
分
か
ら
な
い
、
施
設
利
用
者
の

財
産
管
理
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

9
月
9
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

宮
崎
県
司
法
書
士
会
館

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

※
面
接
相
談
は
事
前
申
込
が
必
要

●
問

　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
み
や
ざ
き

　

☎
0
9
8
5-

28-

8
5
9
9

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
専
門
相
談

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

8
月
21
日
㈫ 

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

8
月
28
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相

談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

8
月
29
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4　

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時
・
場
所　

8
月
21
日
㈫　

10
時
〜
15
時　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

●
問　

工
業
振
興
課　

　
　
　

☎
23-

2
7
5
3



19　Miyakonojo City Public Relations 2007.8

Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。
 

お
知
ら
せ

Inform
ation

 18
歳
〜
 39
歳
の
健
康
診
査

●
日
程　

9
月
7
日
㈮
・
10
日
㈪
・

14
日
㈮
・
21
日
㈮
・
26
日
㈬
・
28
日

㈮
、
10
月
5
日
㈮
・
12
日
㈮
・
15
日

㈪
・
19
日
㈮
・
22
日
㈪

●
受
付　

13
時
〜
13
時
30
分

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
大
岩
田
町
）

●
対
象　

昭
和
43
年
4
月
1
日
〜
平

成
元
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
職
場
で
健
康
診
断
を
受
け
る
人
、

生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
は
除

く
●
定
員　

各
30
人

※
10
月
19
日
、
22
日
は
20
人

●
内
容　

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心

電
図
ほ
か

●
検
診
料　

1
、5
0
0
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護

世
帯
に
属
す
る
人
は
検
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
証
明
書
を
提
示
く

だ
さ
い

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

総
合
支
所
管
内
の
人
は
、
集
団
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

今
年
度
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
大
岩
田
町
）

●
日
程

9
月

11
㈫
・
13
㈭
・
18
㈫
・
20
㈭
・

25
㈫
・
27
㈭

10
月

4
㈭
・
9
㈫
・
11
㈭
・
16
㈫
・

18
㈭
・
23
㈫
・
25
㈭

11
月

6
㈫
・
8
㈭
・
13
㈫
・
15
㈭
・

20
㈫
・
22
㈭
・
27
㈫

●
受
付　

14
時
〜
14
時
30
分

●
定
員　

各
25
人

●
内
容　

問
診
・
骨
塩
量
測
定
・
医

師
に
よ
る
結
果
説
明

●
費
用　

3
0
0
円

※
老
人
医
療
受
給
者
、
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

　

6
月
か
ら
山
之
口
、
山
田
、
高
崎

各
総
合
支
所
お
よ
び
本
庁
南
別
館
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
新
規
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
健
康
長
寿
課
内
、

高
城
総
合
支
所
、総
合
文
化
ホ
ー
ル
、

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
運

動
公
園
体
育
館
・
武
道
館
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
必
要
に
応
じ
て
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

胃
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

都
城
地
域　

8
時
〜
9
時

9
／
9
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

山
田
地
域　

7
時
30
分
〜
9
時

9
／
4
㈫

瀬
茅
公
民
館

9
／
5
㈬

平
山
公
民
館

9
／
6
㈭

北
田
公
民
館

9
／
7
㈮

山
内
二
公
民
館

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
62
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性（
昭
和
62
年
・
60
年
・
58
年
…
）

都
城
地
域　

9
時
〜
10
時

9
／
9
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9
／
28
㈮
庄
内
地
区
公
民
館

9
／
28
㈮
志
和
池
地
区
公
民
館

※
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

山
田
地
域　

9
時
〜
10
時

9
／
13
㈭
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

高
崎
地
域　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

9
／
13
㈭
高
崎
総
合
支
所

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
42
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性（
昭
和
42
年
・
40
年
・
38
年
…
）

高
崎
地
域　

9
時
〜
16
時

9
／
4
㈫

高
崎
総
合
支
所

9
／
5
㈬

高
崎
総
合
支
所

山
田
地
域　

9
時
〜
16
時

9
／
13
㈭
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

9
／
14
㈮
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

●
検
診
料　

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
検

診
は
4
0
0
円
、
乳
が
ん
検
診
は

2
、0
0
0
円

※
老
人
医
療
受
給
者
、
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

平
成
19
年
4
月
以
降
に

が
ん
検
診
を
受
け
た
人
や
、
職
場
や

病
気
で
同
等
の
検
診
を
受
け
る
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

※
子
宮
、
乳
が
ん
検
診
は
、
2
年
に

1
回
受
診
で
き
ま
す

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

雇
用
保
険
被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

雇
用
保
険
受
給
資
格
要
件
の
変
更

　

雇
用
保
険
法
が
10
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
労
働
時
間
の
長

短
に
か
か
わ
ら
ず
、原
則
、12
月
（
各

月
11
日
以
上
）
の
被
保
険
者
期
間
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、倒
産
、

解
雇
な
ど
の
離
職
の
場
合
は
6
月
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
い
条
件
な
ど
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

10
月
1
日
㈪
以
降
に
離
職

さ
れ
る
人　

●
問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22-

1
7
4
5
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●
問　

宮
崎
交
通
貸
切
高
速
自
動
車

営
業
所

　

☎
0
9
8
5-

51-

5
1
9
1

　

経
営
戦
略
課　

☎
23-

2
1
1
5

木
造
耐
震
診
断
事
業

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

住
宅
を
対
象
に
国
、
県
と
連
携
し
耐

震
診
断
に
対
す
る
助
成
制
度
を
実
施

し
ま
す
。

●
対
象　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
建
築
し
た
木
造
住
宅

※
特
殊
な
工
法
・
3
階
建
て
は
除
く

●
内
容　

市
内
の
耐
震
診
断
士（
県

主
催
の
講
習
会
を
受
講
し
、
県
に
登

録
さ
れ
た
県
内
の
建
築
士
）に
委
託

し
て
耐
震
診
断
を
行
う
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

※
耐
震
改
修
・
補
強
工
事
に
関
す
る

助
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●
対
象
と
な
る
診
断
方
法

　

一
般
診
断
（
大
地
震
に
よ
る
住
宅

の
倒
壊
の
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て

判
断
す
る
も
の
）

●
助
成
額　

3
万
円
を
限
度
と
し
、

診
断
に
要
し
た
費
用
の
3
分
の
2

※
住
宅
1
棟
に
つ
き
1
万
5
、0
0
0

円
程
度
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す

●
申
・
問　

1
月
31
日
ま
で
に

　

建
築
課　

☎
23-

2
5
8
4

 
お
知
ら
せ

Inform
ation

災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
税

　

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災

害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害

を
受
け
た
人
に
は
、
納
税
の
期
限
を

延
長
し
た
り
、
税
負
担
を
軽
減
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
復
旧
資
金
の
融
資

を
受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
書
は
無

料
で
発
行
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長
】

　

災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
期
限

ま
で
に
申
告
や
納
付
が
で
き
な
い
と

き
は
、
税
務
署
長
に
期
限
の
延
長
を

申
請
し
、
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
2

カ
月
以
内
の
範
囲
で
期
限
を
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
納
税
の
猶
予
】

　

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
た
め

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
前
述
の
納
期
限

の
延
長
の
ほ
か
に
、
一
定
の
要
件
の

下
で
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

※
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
2
カ
月
以

内
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

【
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
】

　

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な

ど
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
一
定

要
件
の
下
、
確
定
申
告
で
①「
所
得

税
法
」
に
定
め
る
雑
損
控
除
に
よ
る

方
法
、
②「
災
害
減
免
法
」
に
定
め

る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
、

の
い
ず
れ
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す●
問　

都
城
税
務
署

　
　
　

☎
22-

4
3
7
7

捜
し
て
い
ま
す

市
営
墓
地
の
使
用
者

　

現
在
、
市
で
は
市
営
墓
地
の
台
帳

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
墓
地
使
用

者
が
既
に
死
亡
ま
た
は
住
所
変
更
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
続

き
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

区
画
が
多
数
あ
り
ま
す
。
速
や
か
に

使
用
者
氏
名
変
更
手
続
き
、
ま
た
は

使
用
者
住
所
変
更
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
市
営
墓
地
は
市
有
地
で

あ
り
、
土
地
を
購
入
さ
れ
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
の
土
地
を
お
貸
し

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
墓
地
の
転
貸

や
売
買
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他　

墓
地
で
は
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
ち
り
、
枯
れ
花
は
持
ち
帰
る
か
、

指
定
の
ち
り
置
き
場
へ
捨
て
て
く

だ
さ
い
。
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外

の
空
区
画
な
ど
へ
は
絶
対
に
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い

②
造
花
、
瓶
、
缶
、
ち
ょ
う
ち
ん

な
ど
、
燃
や
せ
な
い
も
の
は
持
ち

帰
る
か
、
ち
り
置
き
場
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い

③
雑
草
や
落
葉
な
ど
で
隣
接
区
画
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
定
期
的

に
清
掃
・
せ
ん
定
を
し
ま
し
ょ
う

④
枝
木
は
50
㌢
以
内
に
切
っ
て
、
指

定
の
ち
り
置
き
場
へ
捨
て
て
く
だ

さ
い

⑤
家
庭
の
ご
み
は
持
ち
込
ま
な
い
で

く
だ
さ
い

⑥
墓
地
内
で
の
車
上
荒
ら
し
や
置
引

き
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
車
に
は

施
錠
を
、
貴
重
品
は
車
内
に
残
さ

ず
、
肌
身
離
さ
な
い
よ
う
、
各
自

で
自
己
防
衛
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

万
一
、被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
は
、

最
寄
り
の
交
番
へ
被
害
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い

⑦
犬
猫
の
ふ
ん
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
墓
地
内
で
の
犬
猫
の
散
歩
や

え
さ
、
水
を
置
く
こ
と
な
ど
は
や

め
て
く
だ
さ
い

⑧
墓
地
が
不
要
に
な
っ
た
と
き
は
、

市
へ
返
還
の
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す

⑨
遺
骨
を
移
転
ま
た
は
、
土
葬
の
遺

骨
を
火
葬
す
る
場
合
は
、
現
在
遺

骨
の
あ
る
市
町
村
で
改
葬
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

⑩
納
骨
の
際
は
、
火
葬
許
可
証
ま
た

は
改
葬
許
可
書
を
各
墓
地
管
理
事

務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問　

環
境
政
策
課　

　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

温
泉
施
設
の
休
館
日
変
更

　

お
盆
期
間
中
の
休
館
日
を
変
更
し

ま
す
。

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き　

8
月
23
日
㈭

観
音
さ
く
ら
の
里　

8
月
16
日
㈭

や
ま
だ
温
泉　
　
　

8
月
22
日
㈬

●
問　

商
業
観
光
課

　
　
　

☎
23-

2
6
1
5

火
災
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

最
近
、
1
1
9
番
で
の
火
災
の
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
1
1
9

番
は
、「
火
災
・
救
急
・
救
助
」
の
専

用
電
話
で
す
。
災
害
案
内
の
問
い
合

わ
せ
は「
22-

8
5
0
0
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問　

指
令
課　

　
　
　

☎
23-

2
1
2
5

宮
崎
〜
鹿
児
島
線
高
速
バ
ス

「
は
ま
ゆ
う
号
」バ
ス
停
の
増
設

　

8
月
1
日
か
ら
宮
崎
自
動
車
道
の

バ
ス
停「
都
城
北
」
に
加
え
、「
高
城
」

お
よ
び「
高
崎
東
」の
両
バ
ス
停
か
ら

「
は
ま
ゆ
う
号
」を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
高
速
バ
ス
は
、
現
在
、
都
城

と
鹿
児
島
空
港
や
鹿
児
島
市
内
を
結

ぶ
唯
一
の
路
線
で
す
。
路
線
存
続
の

た
め
に
も
、
宮
崎
・
鹿
児
島
方
面
へ

の
移
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

各
バ
ス
停
の
停
車
時
間
お
よ
び
運

賃
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。



21　Miyakonojo City Public Relations 2007.8

Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
は
、
補

助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
要
件

①
住
宅
で
あ
る
こ
と

※
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅

部
分
が
総
面
積
の
2
分
の
1
以
上

あ
る
こ
と
。
店
舗
・
事
務
所
の
み

は
対
象
外

②
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
外
お

よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
区

域
外
に
設
置
す
る
も
の

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
申
請
者
ま
た
は
家
族
が
宮
崎
県
の

指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
会

を
受
講
し
て
い
る
こ
と　

※
講
習
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
補
助
金
額

5
人　
　

33
万
2
、0
0
0
円

6
〜
7
人
41
万
4
、0
0
0
円

8
〜
10
人
54
万
8
、0
0
0
円

11
〜
20
人
93
万
9
、0
0
0
円

21
〜
30
人
1
4
7
万
2
、0
0
0
円

31
〜
50
人
2
0
3
万
7
、0
0
0
円

●
問　

下
水
道
課　

　
　
　

☎
23-

5
9
2
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
停
電
情
報
の
提
供

　

台
風
時
の
停
電
状
況
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
が
混
み
合
い
、
十
分
な

対
応
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
停
電
し
て
い
な
い
人
へ

の
情
報
提
供
方
法
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
携
帯
電
話
版

　

U
RL http://kyuden.jp

●
パ
ソ
コ
ン
版

　

U
RL http://w

w
w
.kyuden.co.jp

●
問　

九
州
電
力
都
城
営
業
所

　

☎
0
1
2
0-

9
8
6-

7
0
5

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

平
成
19
年
4
月
〜
22
年
3
月
ま
で

に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
居
住
し

て
い
る
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
翌
年
度
分
の

固
定
資
産
税
を
3
分
の
1
減
額
し
ま

す
。

●
対
象
床
面
積

1
戸
当
た
り
1
0
0
㎡
相
当
ま
で

●
家
屋
の
条
件

1
月
1
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

※
賃
貸
住
宅
を
除
く

●
改
修
工
事
費　

補
助
金
な
ど
を
除

く
自
己
負
担
額
が
30
万
円
以
上

●
改
修
工
事
の
内
容　

廊
下
の
拡
幅
、

階
段
の
勾
配
の
緩
和
、
浴
室
・
ト
イ

レ
の
改
良
、
手
す
り
の
設
置
、
屋
内

の
段
差
の
解
消
、
ド
ア
の
引
き
戸
へ

の
取
り
替
え
、
床
材
の
滑
り
止
め

●
申
請　

改
修
後
、
3
カ
月
以
内
に

工
事
明
細
書
や
写
真
な
ど
の
関
係
書

類
を
添
付
し
て
申
告

●
そ
の
他　

現
地
確
認
な
ど
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す

●
問　

資
産
税
課　

　
　
　

☎
23-

2
1
2
4

毎
週
木
曜
日

 19
時
ま
で
市
民
課
窓
口
延
長

　

通
常
の
開
庁
時
間
に
来
ら
れ
な
い

人
の
た
め
に
、
毎
週
木
曜
日
に
証
明

発
行
窓
口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て

い
ま
す
。
仕
事
帰
り
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
延
長
す
る
時
間　

19
時
ま
で

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
除
く

●
取
扱
業
務

①
証
明
書
発
行
〜
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
の
謄
本
・

抄
本
・
附
票
、
年
金
は
が
き
、
外

国
人
登
録
記
載
事
項
証
明
書（
本

人
に
限
る
）、
自
動
車
臨
時
運
行

許
可
、
所
得
・
課
税
・
納
税
・
資

産
証
明
書

※
一
部
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

②
印
鑑
登
録

●
そ
の
他　

住
所
異
動
届
お
よ
び
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
は
通
常

の
開
庁
時
間
で
の
受
け
付
け
に
な
り

ま
す
。
ま
た
戸
籍
届
出
は
今
ま
で
ど

お
り
、
夜
間
受
付
窓
口（
警
備
員
室
）

で
受
け
付
け
ま
す

※
各
総
合
支
所
、
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
は
、
従
来
ど
お
り
17
時
15
分

ま
で
の
受
付
と
な
り
ま
す

●
問　

市
民
課　

☎
23-

2
1
2
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
籍
図（
簿
）の
閲
覧

　

平
成
18
年
度
実
施
の
地
籍
調
査
で

作
成
し
た
地
籍
図（
簿
）
に
誤
り
が

な
い
か
確
認
く
だ
さ
い
。
閲
覧
に
は

印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
閲
覧
で
き
る
土
地

美
川
町
お
よ
び
高
野
町
の
一
部

（
字　

栗
味
・
竹
山
原
・
鳥
越
・
前
田
・

池
田
ヶ
谷
）

●
閲
覧
場
所
・
日
時

①
西
岳
地
区
公
民
館　

8
月
10
日
㈮

〜
20
日
㈪　

9
時
30
分
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
も
閲
覧
で
き
ま
す

②
農
村
整
備
課　

8
月
21
日
㈫
〜

　

31
日
㈮　

9
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん

●
問　

農
村
整
備
課

　
　
　

☎
23-

2
9
8
1

岩
瀬
川
・
猿
瀬
発
電
所
か
ら
の
お
願
い

　

岩
瀬
川
に
あ
る
岩
瀬
川
発
電
所
お

よ
び
猿
瀬
発
電
所
で
は
、
発
電
の
出
力

変
動
に
伴
い
、
発
電
所
か
ら
河
川
に
放

流
さ
れ
る
水
量
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
し
ま
す
。
発
電
所
が
あ
る
河
川
の
下

流
で
は
、
天
候
に
か
か
わ
ら
ず
水
量
や

水
位
が
急
に
変
化
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
河
川
に
立
ち
入
る
場
合
に

は
、
水
位
の
変
化
に
十
分
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

●
問　

宮
崎
県
企
業
局
工
務
課

　

☎
0
9
8
5-

26-

9
7
6
9

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
8/19
（日）

柳田病院（小・内） 22-4862
稲津医院（内・婦） 23-7501
隅病院（内・胃） 62-1100
川畑医院（外・胃） 46-3225
吉見病院（外・整・内） 58-5633
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 38-7300
新森歯科医院 24-2126

8/26
（日）

坂元医院（内・胃） 22-0360
戸嶋病院（内） 22-1437
たけしたこども医院（小） 51-0005
宗正病院（外） 22-4380
とまり内科外科胃腸科（内・外・胃）52-1135
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
曽我歯科医院 22-2622

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください

◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp

●休日当番薬局
8 /19㈰ 東町、グリーン調剤、ケーアイ吉尾店
8 /26㈰ かじや牟田町店、かかりつけ支援

センター、みまたファミリー、ケーア
イ都城店、大光
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

国際交流員
のひとりごと

休 館 日 8月20・27日
9月３・6・10日

開館時間 9：30～18：50

8/14
～ 9/15

8月

14日㈫～
16日㈭

安楽寺盆踊り大会　［安楽寺］
問安楽寺（山之口町）　☎ 57-3838

17日㈮
18:00～

まつり志和池　［志和池地区市民広場］
問志和池商工会　☎ 36-0135

18日㈯
13:00～

ムジカロックフェスティバル　［交流プラザ］
問都城まちづくり株式会社　☎ 26-1100

24日㈮
18:00～

横市商工会まつり　［横市地区公民館］
問横市商工振興会　☎ 22-2664

25日㈯
18:00～

ウエルネス都城花火大会　［沖水川市民緑地］
問花火大会事務局　☎ 23-7186

25日㈯
18:30～

サマーコンサート　～杉並児童合唱団を迎えて～
［総合文化ホール］
問生活文化課　☎ 23-2132

26日㈰
14:00～

高城観音池まつり　［観音池公園］
問観音池まつり実行委員会　☎ 58-2311

27日㈪
19:00～

葉加瀬太郎コンサート　［総合文化ホール］
問文化振興財団　☎ 23-7140

28日㈫
19:00～

東京都交響楽団都城公演　［総合文化ホール］
問文化振興財団　☎ 23-7140

9月

7日㈮～
9日㈰

都北小・中学校科学展　［交流プラザ］
問都北小・中学校理科教育研究会　☎ 39-0709

15日㈯～
17日㈪

都北地区学校創意工夫工作展　［交流プラザ］
問工業振興課　☎ 23-2753

命の大切さ
　「私はどうやって生まれてきた
の？」と聞く子どもに、モンゴルの親はこの話をしてあげる。
「どの人間がこの世に生まれるかは、神様によって選ばれ
る。神様が一つの命を世に送るために、真剣に考え、そ
れを厳しい基準で決めるそうだ。その厳しい基準は、針
を一本逆さまに立て、その上からお米を落とし、針の先に
止まった奇跡の一粒が選ばれるようなもの。つまり、人間
は一人ひとり世の中に生まれてくるために、ありえないくら
い低い確率の中から選ばれるということ。だから世の中で
は『無駄な命』や『どうでもいい命』って一つもない。む
しろ人間が考えているより、命はとてもとても大切なものだ」
という話。あなたの隣りに誰か落ち込んでいる人がいれば、
ぜひこの話を伝えてください。自分がこの世に生まれて来
たことが、こんなにも運が良いということを分らない人がい
るのは、とても残念なことなので…。

ツェンデスレンさん
（モンゴル） Vol.6

本とお話の会
●日時・内容　
　9月8日㈯　14：30～　月へいったサン

おはなしのへや “そらまめ”
●日時　8月23日㈭　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

都城おかしむじ会　愉快な四人語り
　４人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　9月1日㈯　14：30 ～15：00
●対象　児童から大人まで、20人程度
●演目　石ころと馬くそ、やさんじさたんじ、小判のむし

ぼし、大力女の墓、二匹のヤギ（５話）

移動図書館

くれよん号巡回予定
日　程 巡　回　場　所 巡回時間

8/16 ㈭ 県営北原団地
志和池小学校

10：50～11：20
13：30～14：30

9/12 ㈬
西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：30～16：00

8/22 ㈬
庄内地区公民館
夏尾小学校
菓子野小学校

11：00～11：30
13：00～13：30
14：30～15：30

8/18 ㈯
9/15 ㈯

祝吉地区公民館
沖水地区公民館
ミートショップながやま志比田店

13：00～13：40
14：10～14：50
15：20～16：00

8/23 ㈭ 志和池地区公民館
川東小学校

11：00～11：30
13：00～13：30

9/5 ㈬ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：30

8/25 ㈯ 中郷地区公民館 10：40～11：00

9/8 ㈯
市営一万城北団地
久保原西自治公民館
鷹尾５丁目自治公民館
市営都原団地

10：50～11：20
13：00～13：40
14：00～14：40
15：00～15：40

9/4 ㈫ 梅北小学校
下今町自治公民館

13：00～14：00
14：30～16：00

9/11 ㈫ 木之川内小学校 13：30～15：30

8/21 ㈫
小松原地区公民館
乙房小学校
横市地区公民館

11：20～11：50
10：00～11：00
14：30～15：00

8/25 ㈯ 高城地区公民館
山之口地区公民館

13：00～14：00
14：40～15：30

9/13 ㈭ 縄瀬小学校
市営都北団地

13：00～13：45
14：40～15：30

※8月16日～9月15日の日程※ [　　]内は場所　問は問い合わせ先
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編 集 後 記

　
■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　8月20日・8月27日～ 9月13日
・おもしろい形展Part Ⅱ 「こどもと見よう！ 
～ へんてこりんな形 ～」（～ 8月26日）

・私だけの展覧会（8月14日～ 26日）

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日
・「空から見る都城」（～ 9月2日）

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
　　　　※公演がある場合は別料金
休館日　毎週月曜日

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金・土曜日の19：00～22：00
　　　　　土・日曜日の9：30～17：00
　　　　　（夏休み期間中は毎夜開館）

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・七夕まつりコンサート＆中越地震チャリティ
オークション　　8月19日㈰
・自由研究のための星空観察会　8月26日㈰
・皆既月食観測会　8月28日㈫
・冥王星お別れ会　9月30日㈰まで

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

※8月16日～9月15日の日程

特集取材のため、久しぶりに母校を訪れた。
記念碑に残るという機銃の弾痕を確認するの
が目的。手で触れたそれは、大人の親指が入
るほどの穴で、戦後半世紀以上の時を経て、
初めからそこにあったように周りに同化して見
えた。この遺構のように私たちの記憶が風化
し、多くの犠牲の上に成り立っている現在の
平和と繁栄が当たり前のように感じる時代が
来ないことを願いたい。（哲）

問①おかげ祭りの参加者が着る半てんの背
中に書かれている文字は？

問②都城賛歌に登場した西浦達吉さんは何
の選手？

問③裏表紙「ぐるっとみやこんじょ館場泉」
で紹介されている日本一の星空を眺めら
れる施設は○○○○天文台

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号と、わたしの一言、8月号
を読んでの感想を書いて、
〒885-8555　市役所秘書広報課まで。
正解者の中から抽選
で1人に、プレゼント
を差し上げます。

◎プレゼント
・都城地場産品
　（ゆぽっぽオリジナル商品詰め合せ）

◎商品取り扱い事業者
かかしの里ゆぽっぽ
山田町中霧島 3340-2　☎ 64-3711

◎応募締切　8月31日㈫　当日消印有効
◎発　　表　本紙 10月号

◎ 6月号当選者
下徳　弥生さん（山田町）
田中幸雄選手が都城高校を卒業してプロ
22 年で達成した快挙、また同一チームで
頑張られたことに頭が下がります。

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　毎日5回・10分間放送
　① 6：50 ～　② 11：50 ～
　③ 17：50 ～　④ 21：20 ～
　⑤ 23：50 ～
　＜今後の放送予定＞
　8月11日～20日
　　「長峯市長の市政リポート」
　8月21日～30日
　　「副市長紹介」
　9月1日～10日
　　「どんぐり1000年の森をつくる会」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送します
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：20 ～12：35）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成19年７月１日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,387世帯 （　　　　36）
人口総数　169,602　人 （　　　　33）
　　　男　　79,391　人 （　　－25）
　　　女　　90,211　人 （　　－58）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
水遊び、だーいすき
　いよいよ夏本番。関之尾緑の村プー
ルでは７月20日、庄内町の清涼幼稚園
の園児 53人を招待して、プール開きを
行いました。
　当日は雲が多く、少し肌寒いあいにくの
天気でしたが、園児たちは元気いっぱい
水遊びを楽しんでいました。

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・都城に来て１年と数ヶ月が過ぎました。おいし
い食べ物、温泉、観光地があり週末にはあっ
ちこっち出かけています。 （姫城町Ｓさん）

・広報都城６月号に高城郷土資料館が紹介さ
れていました。とても眺めの良いところです。
ぜひ、一度来てみてください。（高城町Ｋさん）

・最近「都城」という言葉が全国版でも聞かれ
るようになり、街が活気づいてくればうれしい
ことだなと思います。 （上川東２丁目Ｎさん）

・子どもと市のスポーツ教室に参加しています。
子どももとても楽しみにしていて「体操行こう」
と喜んで出かけています。 （花繰町Ｋさん）

・個人個人が小さなごみだから捨ててもかま
わないだろうという気持ちを持たないこと、
捨てないことがきれいな川、まちを保ってい
くのだと思います。 （都北町Ｋさん）

施設案内　　広報クイズ第20回

 6 月号クイズ結果　応募総数 46通
 ◎正　解　 ①土砂　　② 2000本
 　　　　　 ③イチョウ
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たちばな天文台（高崎町）
日本一の星空を眺められる場所

　過去７回、「日本一星の美しい街」に選ばれ
た高崎町のシンボル「たちばな天文台」。
　さまざまな運動施設や温泉交流センター、
パークゴルフ場などが整った高崎総合公園の一
角、高崎の町並みを見下ろす丘の上にそびえる
たちばな天文台からは、神秘的で美しい天体
ショーが観察できるほか、季節や時間ごとに異
なった表情を見せる雄大な霧島連山を望むこと
もできます。
　夏休み期間中は毎夜開館しているので、天の
川の中でひときわ明るく輝く彦星や織姫星、夏
の夜空を彩るペルセウス座流星群も観察でき、
親子星空観察会や七夕まつりも開催予定。
　今年の夏は、市内で唯一科学に触れられる施
設で、日本一の星空を堪能してみては？

vol.8

施設案内
●開館時間（通常）　金曜日　19：00～22：00
　　　　　　　　　土曜日　９：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　19：00～22：00
　　　　　　　　　日曜日　９：30～17：00
　　　　　　　　　　※夏休み期間中は毎夜開館
●入　　館　　料　中学生以上　300 円
　　　　　　　　　　小学生　　　100 円
●問 い 合 わ せ　たちばな天文台　TEL 62-4936

M
iyakonojo City Public Relations , M

iyazaki

日　　　時  ：  平成19年11月23日（勤労感謝の日）　
　　　　　　　昼の部／14：00開演（13：30開場）
　　　　　　　夜の部／18：00開演（17：30開場）

会　　　場  ：  都城市総合文化ホール［大ホール］

チ ケ ッ ト  ：  Ｓ席／前売券 6,500円（当日券 7,000円）　
　　　　　　　Ａ席／前売券 5,000円（当日券 5,500円）　
　　　　　　　※3歳未満入場不可（託児あり）

チケット発売  ：  ＭＪ友の会員 ：平成19年8月 5 日㈰～
 　　　　　　 一　　　　般 ：平成19年8月19日㈰～

問い合わせ  ：  都城市文化振興財団　TEL.23-7140

宝塚歌劇
宙組公演
ミュージカル・ロマン

『バレンシアの熱い花』
コズミック・フェスティバル

『宙 FANTASISTA!!』

INFORMATION

宮崎では５年ぶりとなる
待望の宝塚公演

●高崎
　中学校●

Aコープ

●コンビニ

至小林

至都城

●高崎小学校
●高崎総合支所

●高崎総合公園
●郵便局

高崎新田駅

ラスパ
たかざき●

221

42

たちばな天文台

吉
都
線

大 

和  

悠 

河

陽 

月   

華


